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言
葉
の
力

語
　
句

 

こ
の
文
章
の
中
で
使
わ
れ
て
い
た
次
の
言
葉
を
使
っ
て
、

短
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。

論
調
（
一
三
八
・
15
）

無
難
（
一
三
六
・
16
）

利
点
（
一
三
五
・
12
）

雑
然
（
一
三
四
・
12
）

内
容
理
解

こ
の
文
章
で
筆
者
は
、
資
料
を
あ
げ
な
が
ら
、
近
代
日
本
が
「
国
語
」
の
理
念
を
確
立
す
る
た
め
に
、「
東
京
語
」

が
必
要
な
表
象
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
文
を
読
み
直
し
な
が
ら
、
空
欄
に
入
る
適
切
な

言
葉
を
補
っ
て
み
よ
う
。

「
言
語
の
混
合
」
と
し
て
の
「
東
京
語
」

・
東
京
語
が
標
準
語
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
主
張
す
る
者
の
論
拠
（
三
宅
米
吉
の
引
用
）

　
　
　
　
　�

東
京
は
日
本
を
小
さ
く
縮
め
た
雛ひ

な

形が
た

で
あ
っ
て
、
日
本
国
内
に
言
葉
の
変
異
が
あ
る
限
り
、

1

に
も
「
さ
だ
ま
り
た
る
こ
と
ば
」
は
存
在
し
得
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
◯
東
京
語
が
2

の
地
位
を
占
め
る
べ
き
言
葉
で
あ
る
と
の
主
張（
山
田
美
妙『
言
文
一
致
論
概
略
』）

・
国
内
に
あ
ま
ね
く
通
じ
る
「
普
通
語
法
」
を
言
文
一
致
の
基
礎
と
す
べ
き
で
、「
何ど

処こ

で
も
東
京
語
が
不

十
分
な
が
ら
も
通
用
せ
ぬ
所
は
殆
ほ
と
ん
ど

ど
無
い
」

・
中
央
政
府
の
あ
る
3

に
、
各
地
の
武
士
や
商
人
が
入
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、「
独
り
江
戸
ば

か
り
で
言
語
の
混
合
が
出
来
」
た
。
東
京
語
が
「
言
語
の
4

」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
標
準
語
」

と
し
て
の
資
格
を
持
つ
。

　
◯�

「
東
京
語
」
を
広
め
る
の
に
力
が
あ
っ
た
の
は
、
明
治
に
な
っ
て
発
達
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
後
に
は
言

文
一
致
小
説
で
、「
東
京
語
」
は
ま
ず
5

階
層
の
中
に
文
字
を
通
じ
て
浸
透
し
た
。

・「
今
は
傍フ
リ

訓ガ
ナ

新
聞
に
て
読
み
覚
ゆ
る
十
分
の
便
利
が
あ
る
か
ら
生
意
気
な
諸
生
［
＝
書
生
］
は
未
だ
東
京

へ
足
踏
み
を
し
な
い
時
よ
り
し
て
自
か
ら
東
京
言
葉
を
使
ふ
者
が
あ
る
位
」
だ
。

�

（
自
由
党
の
機
関
紙
『
自
由
燈
』
に
掲
載
の
「
東
京
語
の
通
用
」）

・「
田
舎
か
ら
出
て
き
た
純
一
は
、
小
説
で
読
み
覚
え
た
東
京
詞こ
と
ば

を
使
ふ
の
で
あ
る
。
丁ち

ょ
う

度ど

不ふ

慣な
れ

な

6

を
使
ふ
や
う
に
、
一
語
一
語
考
へ
て
見
て
口
に
出
す
の
で
あ
る
。」（
森
鷗
外
『
青
年
』）

「
東
京
語
」
の
表
象
の
成
立�

イ
・
ヨ
ン
ス
ク
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100

発
　
展

 

次
の
中
で
興
味
を
持
っ
た
事
項
に
つ
い
て
、
図
書
館
の

書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
て
調
べ
て
み
よ

う
。

・
山
田
美
妙
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
、「
言
文
一
致
」

と
は
ど
の
よ
う
な
運
動
か
。

・
上
田
万
年
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
か
。

・「
標
準
語
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

要
　
旨

筆
者
の
考
え
の
中
で
最
も
大
切
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
、
指
定
さ
れ
た
言
葉
を
使
っ
て
、
百
字
程
度
の
文
章
に
ま
と

め
て
み
よ
う
。
　〈
指
定
語

―
標
準
語
・
国
語
・
東
京
語
〉

標
準
語
政
策
と
東
京
語

　
◯
「
標
準
語
」
と
い
う
概
念
（
上
田
万
年
「
標
準
語
に
就
き
て
」
と
題
す
る
講
演
）

・
標
準
語
と
は
、「
7

到い
た

る
所
、
凡す

べ

て
の
場
所
に
通
じ
て
大
抵
の
人
々
に
理
解
さ
れ
る
べ
き

効
力
を
有
す
る
」「
一
国
内
に
模
範
と
し
て
用
ゐ
ら
る
る
言
語
」
の
こ
と
で
あ
る
。

・「
一
大
帝
国
の
首
府
の
言
語
」
で
あ
る
「
東
京
語
」
こ
そ
が
将
来
標
準
語
と
な
る
資
格
が
あ
る
。

・「
標
準
語
」
の
基
礎
と
な
る
べ
き
「
東
京
語
」
に
は
、「
8

的
彫
琢
」
を
施
す
必
要
が
あ
る
。

　
◯
「
標
準
語
」
の
実
現
（
上
田
万
年
「
内
地
雑
居
後
に
於お

け
る
語
学
問
題
」）

　
　
　（
上
田
は
、
外
国
人
の
内
地
雑
居
が
日
本
語
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
憂
慮
し
て
い
た
。）

・「
一
日
も
早
く
東
京
語
を
標
準
語
と
し
、
此
言
語
を
厳
格
な
る
意
味
に
て
い
ふ
国
語
と
し
、
こ
れ
が
文
法

を
作
り
、
こ
れ
が
普
通
辞
書
を
編
み
、
広
く
全
国
到
る
処と
こ
ろ

の
小
学
校
に
て
使
用
せ
し
め
、
之こ

れ

を
以も

っ

て
同

時
に
読
み
・
9

・
話
し
・
聞
き
・
す
る
際
の
唯
一
機
関
た
ら
し
め
よ
。〔
…
…
〕
而し

か

し
て
一
度
之こ

れ

を
模
範
語
と
し
て
後
に
、保
護
せ
よ
、彫
琢
せ
よ
、（
中
略
）
国
民
の
思
ふ
ま
ま
に
発
達
せ
し
む
べ
き
な
り
。」

・「
東
京
語
」
を
要
と
し
て
、
標
準
語
政
策
と
言
文
一
致
が
、
原
理
的
・
有
機
的
に
結
び
つ
く
。

10

日
本
が
「
国
語
」
の
理
念
を
確
立
す
る
際
に
、「
東
京
語
」
を
要
と
す
る
標
準
語
政
策
が
ど
う

し
て
も
必
要
で
あ
っ
た
。「
東
京
語
」
は
、「
国
語
」
の
理
念
的
な
空
間
に
存
在
す
る
言
葉
で
あ
る
。
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